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 際 大学大学 は 2008 年度に 課程

の 情報ア リスト 成分野を開設し、文部科学

の「がんプロフェッショ ル 成プラン（第 1 期）」

に基づき、がん登録の実務 指導のできる専門家

を 成することを目的としたがん登録コースを設け

た。がん登録は我が のがん対策の中でがん 者の

データを 理し、活用するという 要な役目を担っ

ている。そのためにまず、 度の高いがん登録がで

きる教材作成をしてきた 1）。2016 年から全 がん登

録が施行されたことにより、すべてのがん情報を

で一 理し、そのデータを利用することが可能に

なった。その一方で、これまでがん登録の のな

い者もがん登録に携わる機会が増えることが十分

想されることから、がん登録実務 がないか、あ

っても が い者（以 、がん登録初心者）にも

対応した教材が必要になった。そこで、これまで

がん登録実務者教 を目的に作成してきたものに

加え、全 がん登録実務者にも対応する 子教材を

作成し、 業で使用して 価と を加え、がん登

録実務者の教 に役立たせることを目的とした。 

 

 

2  

2-1. 録  

協力 の 記録から「がん登録演習」に適し

た 例を集め、 名 してPDFファイルに保存した。

PDF ファイルから、本学開発の教材データベース 2）
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（以 、教材 DB） にがん登録情報を集約した

カルテを登録した。教材 DB の画 照機能にシ

ェーマや画 断を登録し、 照できるようにした。

次に カルテからがん登録に必要な情報を集約し

た サマリを作成した。サマリには 断名、 際

分 コード、入 、 、 、

先を加えた 者基本情報 （図 1）と、主訴、現

、 、合 、家 、入 体所見、

入 検 所見等の 前情報 （図 2）、手術・処

置、検 、 理所見、入 後 過等の 後情報

（図 3）を設けた。 

 

 

 

 
1   ― 本 ― 

 

 

 

2   ― ― 
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2-2. 録シー  

サマリからがん登録 目を登録するための

「登録シート」を標 登録様式 2016 年 3）を基に

エクセルで作成し、パソコン上で直接入力できるよ

うにした。登録 目のうちコードのあるものはプル

タブで 補の中から選択した（図 4）。全 がん登録

目は、 がん登録 目と 26 目が共通の 目

だった。そこで、 がん登録だけの 目と全 が

ん登録と共通 目との違いがわかるよう共通 目を

で識別した。また、選択 が用意されている

目で解 に うことが 想されるものは、その定義

をコメントで 照できるようにした。 

 

 
4  録シー  ― ― 
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2-3. 講 演  

学生に がん登録と全 がん登録の 目の解説

を行った。次に演習に使用する 例の部 について

理所見の読み方、UICC の TNM 分 、進 度に

ついての講義を行った。講義資料は、 立がん研究

センターホームページの がん登録の運用 4）と部

別テキスト 5）を用いて行った。講義後、学生は

カルテ、 サマリ、部 別テキスト 5）を用いて

演習を行い、アンケートと共に教員に提 した。 

2-4.  

学生の解 容を確認の上アンケートの を分

析し、使用した教材の 価をして、 を加えた。 

 

 

3  

本研究は 際 大学 理 員会の 認

（ 認 号 16-Ig-20）を受けた後、協力 の

長 に研究協力 頼を提 し、 の を得てか

ら資料の提供を受けた。 

 

4  

4-1.  

演習を行った学生は計 8 名だった。 情報ア

リスト 成分野の学生 5 名はすべて 情報 理

の資格を有していた。4 名の勤務先はがん 連携

拠点 で、 立がん研究センターが認定するがん

登録実務初 者（以 、初 者）だった。うち 2 名

は 2 3 年の実務 があるが現在は担当していな

かった。現役の実務者は 1 年目の 1 名のみで、

もう 1 名は資格はあるが実務 はなかった。勤務

先が拠点 でない 1 名は、資格はないが過 2 3

年の実務 者だった。この の 3 名は、文部科学

がんプロフェッショ ル 成プラン第 2 期（以 、

がんプロ）の所属で各々 、 技 、

護 ・助 の有資格者だが、この講義で初めて

がん登録を学んだ者だった。 

4-2. 講 演  

4-2-1. 講  

 今 の受講者のがん登録 を考 して、 期分

の解 が複 でない がんを選択し、 が上

にとどまる 期 がんを演習 例とした。サマリ

のどの部分にがん登録 目の情報が記 されている

か示しながら解説した。 

4-2-2. 演  

学生それぞれが カルテ、 サマリ、 がん

テキスト 6）を用い、サマリにあるがん情報を登録シ

ートに直接入力する形式で演習を行った。全 がん

登録 目（以 、共通 目）と講義で解説した当

初 日、 施設 断日、自施設 断日、 例区

分、 、 名 知の有無、 前ステージ、

前 UICC の TNM 分 、術後ステージ、術後

UICC の TNM 分 、 情報（テキスト）も解

することにした。残りの 目は自 解 とした。学

生は各自演習の後、これらの教材についてアンケー

トに し、登録シートと共に教員に提 した。 

4-2-3  

 全員が共通 目と指定したすべての 目に解 し

た。全 26 の共通 目中、不正解があったのは 5

目だった。 は 断日が実務 のある初 者 2

名、がんプロ 3 名でいずれも 理 断の報 日を解

した。発見 ががんプロ 1 名、 前進 度と

術後 理学的進 度は、両方とも同じ 2 名（実務

のある初 者と資格なしの実務 者）で、「限 」

を「上 」と解 した。 視 の有無はがん
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プロ 2 名で 視 とダブって「有り」と解 し

た。指定 目は 15 目中不正解があったのは

前ステージと T、術後ステージと T の 4 目で、い

ずれも進 度を間違えたのと同じ者が上 と解

した。 

4-2-4 ン ー  

サマリとそのがん情報を登録する登録シート

について、演習後の感想と カルテが 考になっ

たかについて質問し、 を得た。 サマリのが

ん情報の量と見つけやすさについて、実務 のあ

る初 者 1 名が 後情報が不足していると した

以外は、7 名が情報量は十分で 8 名が見つけやすい

と した。演習シートは、8 名が選択 の定義コ

メントが役立ったと した。また、 カルテの

シェーマや画 はイメージがつきやすく 考になっ

たとの意見を得た。 

 

 

5  

 

全 がん登録の施行により 全体のがん情報を集

約して分析できるようになったことから、データの

度が高いことが条件になる。本研究では、 が

ん登録実務者 成用に作成してきた教材に加え、が

ん登録初心者も対 とした教材の作成を みた。今

の受講者がこの条件に合った者だったことは、教

材の 価をするうえで役立ったと考える。 

実際のがん登録ではサマリ以外にも様々な 情

報が利用されるが、がん登録初心者にとっては登録

目の情報がどこにあるか見極めることが難しい。

そこで、 サマリの となる カルテも演習の

資料として用意した。また、 カルテを にして

がん登録実務 に合わせた サマリを作成する

ことができ、演習の 例数を増やすことが可能にな

る。 

今 使用した 期 がん 例は、入 期間も く、

が 視 的 離術となる 型的な 例

だった。演習の前に実際に使用する 例を使って今

の登録に必要な情報の講義を行った。しかし、

がんでは「上 」と記録にあった場合、UICCでは

で分 すると説 したが、実務 のある初

者が「上 」を選択していた。これを間違える

と、 期分 だけでなく、全 がん登録の「進 度」

も間違えることになる。「進 度」の情報は、生存率

にも影響を す要 であり 7）、全 がん登録が施

行された後も き続き同じ 目として統計・分析に

役立たせるために地 がん登録から き がれた

目である。同様に「 断日（起算日）」も生存率を

す際に必要な情報である。しかし、入 前の検 で

断が ていたにも関わらず、 理報 日を選択し

ていた。手術に みをつけてしまった結果と考える。

演習前の講義 容が 要で、間違えやすい 目の把

握には 立がん研究センターHP の がん登録

Q&A8)も 考になると考える。 

そして、登録シートは、構築中のがん登録システ

ム に する。がん登録システムが完成すれば、

度の高いデータを蓄積し、データ登録から情報の

活用まで一連の演習が可能になると考えている。 

 
 

   
 

全 がん登録が施行されたことから、 がん登

録実務者を対 にした教材作成に加え、がん登録初

心者にも対応した教材の開発を みた。教材 DBに

カルテを登録し、その情報を に サマリを作

成した。 がん登録 目と共通の全 がん登録

目 26 目は 分けして、 がん登録のみの 目と

の違いが分かるようにした。同 に登録 目を

サマリから見つけ してシートに書いていたものを

パソコン上で直接入力できるようにした。また、解

の難しい 目には定義の 照をつけた。がん登録

初心者 8 名を対 に カルテと サマリを用い

てがん登録演習を行い、その とアンケートから
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教材の 価を行った。 カルテ、 サマリはこ

の形式で 例を増やすことで教材として利用できる

と判断した。演習結果からがん登録初心者の間違え

やすい 目を把握でき、 せて演習前の講義が 要

だということがわかった。 

 

 

   
 

本研究は MEXT 科研 JP16K00486 の助成を受け

たものです。また、教材作成にあたっては、 際

大学 田 と 際 大学教 の外

比 子 の 協力を きました。ここに いた

します。 
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